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［事案 2024-212］契約取消等請求  

・令和 8年 4月 23日 和解成立 

＜事案の概要＞ 

募集人の説明不足等を理由に、契約の取消し等を求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

令和 4年 2 月に 2件の養老保険（米国ドル建）を、令和 5年 2月に養老保険（米国ドル建）

を契約したが、募集人からは、契約内容を十分に説明されず、また自身が保有する純資産額を

事実よりも多く記載される等不適切な対応があったため、既払保険料をドル建てで返してほし

い、またそれができない場合は、不当に高額な保険料を支払わされた慰謝料および損害賠償を

支払った上、全額返金してほしい。 

＜保険会社の主張＞ 

以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)申立人に限り米国ドルに転換して払い戻しすることで、契約者間の公平性を害し、特別利

益提供に該当する恐れがある。  

(2)契約取消に基づく対応としては既払保険料の払戻（円換算）で足り、慰謝料の支払いに応

じる法的根拠は見当たらない。  

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、申立人の主張を確認するた

め、申立人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

上記手続中、本件は和解により解決を図るのが相当であると判断し、当事者双方に対し、和

解を促したところ、同意が得られたので、和解契約書の締結をもって手続を終了した。 

 

 


